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東京都済生会中央病院で診療を受けられる皆様ヘ

東京都済生会中央病院 (以 下、当院)では、以下の臨床研究を実施 してお ります。こ

の研究は、通常の診療で得 られた記録をまとめることによつて行いまう。また、このよ

うな研究は、厚生労働省の「人を対象 とする医学系研究に関する倫理指針」の規定によ

り、研究内容の情報を公開することが必要 とされてお ります。この研究に関するお問い

合わせなどがあ りま したら、以下の [問い合わせ先]へ ご連絡 ください。

[研究課題名 ]

・消化器疾患における、病状評価、治療の有効性・妥当性に関する研究

[研究機関および研究責任者 ]

・東京都済生会中央病院 一般・消化器外科 遠藤 高志

[研究の目的]

消化器領域 (1因喉頭、食道、胃、十二指腸、小腸、大腸、肝臓、胆嚢、膵臓)におい

て治療適応となる疾患は、答宮虐、書違、半三措i場篇、実¬が着、鮮箱庭着、道菫危、

誼讐差、膿ll「E篇等に加え、養檀菌,し、ルニアや嵩着攪、静菫拮、1宣菫ぱ岩差、llll嘗羨、
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大腸憩室炎、膵嚢胞等の良性疾患まで多岐にわたり、幅広い分野において治療適応 と

な ります。それ らの疾患に対 しては、身体診察、血液検査、画像検査治療等、多 くの方

法を用いて病状評価を行った後に、手術・薬物療法等の治療選択が行われます。近年の

医学の進歩により、その精度は向上 してお りますが、現状 としては、治療による改善が

望めない局面も多 く、病状評価、治療成績のさらなる向上が望まれてお ります。本研究

は、消化管疾患患者 さんの背景・治療効果・予後等を解析 し、その妥当性、有効性を検

証することを目的 としてお ります。

[対象 となる方 ]

本臨床試験は、1985年 1月 1日 以降に、一般・消化器外科にて消化器疾患の検査・治療

のため、入院または外来において、診療を受けた方を対象 とします。

[方法]

診療録 (カ ルテ)か ら、血液検査、病理組織検査、画像検査、予後デー タ等を集めて
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解析 します。

本臨床研究におきましては、対象 となる方の、病状経過、血液検査所見に加えて、治

療前の状態、治療の内容、治療後の経過に関しまして、診療録などの記録を参考に調査

致 します。従いま して、対象 となる方へ追加での通院や検査など新たなご負担をおかけ

することはあ りません。

[研究計画の公表について]

研究成果は、主要国内外学会や専門誌にて発表することがあ ります。

[個人情報の取 り扱い]

利用する情報か らは、お名前、住所など、対象 となる方を直接同定できる個人情報は

削除 します。また、研究成果は学会や学術雑誌で発表 されますが、その際 t)対象 となる

方を特定できる個人情報は利用 しません。また、ご自身のデータを研究に利用すること

を承諾 されない方は以下の [問い合わせ先]に ご連絡下さい。その場合 も、診療上何 ら

不利な扱いを受けることはあ りません。

[問 い合わせ先 ]

東京都港区三田1417
東京都済生会中央病院 一般 。消化器外科

担当 遠藤 高志

電話 0334518211(内 線 3710)


